
管内農家における牛白血病対策の現状と課題管内農家における牛白血病対策の現状と課題管内農家における牛白血病対策の現状と課題管内農家における牛白血病対策の現状と課題

紀南家畜保健衛生所

○岩尾 基 常田将宏

小谷 茂 尾畑勝吉

【 は じ め に 】

管 内 １ 農 場 にお い て 、 平 成 21年 度 に EL I SAに よ る 牛 白 血病 ウ イ ル ス の

ス ク リ ー ニ ン グ 検 査 を 乳 用 牛 で 実 施 し た と こ ろ 、 2 0頭 中 15頭 陽 性 と い う

高 い 陽 性 率 を 示 し た 。 こ の こ と か ら 、 継 続 的 に 調 査 ・ 対 策 を 実 施 し て き

た が 、 図 1に 示 し た 様 に 、 い ず れ に お い て も 多 数 の 陽 性 牛 が 確 認 さ れ

た 。 対 策 を 実 施 す る に あ た り 、 人 為 的 な 伝 搬 リ ス ク に つ い て は 、 回 避 済

み で あ っ た が 、 吸 血 昆 虫 対 策 と し て 畜 舎 等 へ の 殺 虫 剤 の 散 布 、 ま た 、

陽 性 牛 の 淘 汰 を 乳 用 牛 を 中 心 に 実 施 し て き た 。 加 え て 、 平 成 23年 1 0月

よ り 、 初 乳 対 策 と し て r-PCR陰 性 牛 の 初 乳 を 凍 結 保 存 し 、 分 娩 後す ぐ に

母 子 分 離 を 行 い 、 凍 結 初 乳 の 給 与 及 び 代 用 乳 の 給 与 を 行 っ て き た 。 そ

こ で 、 今 回 、 当 農 場 の 現在 の 浸潤 状況 を 把握 す る と と も に 、 吸 血 昆虫対

策 、 初 乳 対 策 の 取 り 組 み の 検 証 、 ま た 、 感 染 源 と な る 可 能 性 が 高 い と さ

れ る ハ イ リ ス ク 牛 の特 定 を行い 、 今後の課題 と 対策 を 検討 し た 。

【 農 家概要 】

当 農 場 は 、 酪 農 と 和 牛 繁殖 の複合経営 で 、 乳 用 牛 13頭 と 繁 殖 和牛 16

頭 を 飼 養 し て い る 。 概 要 は 図 2の と お り で 、 農 場 の 周 辺 に は 用 水 路 や 堆

肥 置 き 場 、 林 が あ る 。 な お 、 主 に 乳 用 牛 は 舎 飼 い で 、 子 牛 と 繁 殖 和 牛

は そ れ ぞ れ 運 動 場 で 飼 養 し て お り 、 ま た 、 和 牛 繁 殖 部 門 は 、 平 成 1 8年

か ら 開始 し て い る 。

【 材 料 と 方法 】

平 成 2 4年 7月 及 び 9月 に 子 牛 を 含 む 計 41頭 に つ い て 血 清 ･全 血 を 採

取 し 検 査材料 と し た 。 抗 体検査 と し て 、 血 清 につい て は 、 ゲ ル沈及び EL

I SAを 実 施 し 、 遺 伝 子 検 査 と し て 全 血 に よ り r - PCRを 実 施 し た 。 ま た 、 ハ

イ リ ス ク 牛 の 特 定 は 、 抗 体 検 査 、 遺 伝 子 検 査 の 結 果 を 踏 ま え 、 「 ECの

鍵 」 に よ り 判 定 を 行 っ た 。 「 ECの 鍵 」 に よ る 分 類 は 、 表 １ の 様 に 年齢 に よ

っ て 、 正 常 な 単 核 細 胞 数 の 正 常 値 を 定 め 、 測 定 さ れ た 単 核 細 胞 数 の 数

に よ っ て 、 正 常 、 疑 陽 性 、 陽 性 の いず れ かの 判定 を行 い 、 こ の 陽 性 の判

定 に 加 え 、 抗 体 検 査 、 遺 伝 子 検 査 陽 性 の も の を ハ イ リ ス ク 牛 の 基 準 と し

た 。

【 結 果及び考察 】

乳 用 牛 の 結 果 を 表 2に 示 し た 。 1 3頭 中 、 エ ラ イ ザ 陽 性 が 3頭 、 ゲ ル 沈

陽 性 が 1頭 、 r - PCRが 6頭 陽 性 が 認 め ら れ 、 ECの 鍵 疑 陽 性 が 3頭 認 め ら

れ た 。 No . 1， 3， 8の 3頭 に つ い て は 、 エ ラ イ ザ 陽 性 、 r -Ｐ Ｃ Ｒ 陽 性 、 ECの

鍵 の 疑 陽 性 が 一 致 し て 認 め ら れ た 。 ま た 、 No . 1 3は 、 初 乳 対 策 を 開 始 し

た 後 に 生 ま れ た 牛 で あ っ た が 、 全 て 陰 性 で あ っ た 。 繁 殖 和 牛 に つ い て

は 、 16頭 中 、 エ ラ イ ザ 陽 性 が 12頭 、 ゲ ル 沈 が 10頭 、 r-Ｐ Ｃ Ｒ が 10頭 、 Ｅ Ｃ



の 鍵 疑 陽 性 が 4頭 、 Ｅ Ｃ の 鍵 陽 性 が 4頭 認 め ら れ 、 乳 用 牛 に 比 べ 、 高 い

陽性率 と な っ た （ 表 3） 。 こ の Ｅ Ｃ の 鍵 陽性 の 個体 は全 て の検査 に お い て

陽性 が 認 め ら れ た た め 、 こ の 4頭 を ハ イ リ ス ク 牛 と 特 定 し た 。 子 牛 に つ い

て は 、 全 頭 初 乳 対 策 を 実 施 し て お り 、 そ の 検 証 と し て 検 査 を 行 っ た が 、

エ ラ イ ザ 、 ゲ ル 沈 、 Ｅ Ｃ の 鍵 に つ い て は 、 全 て 陰 性 で あ っ た が 、 r-Ｐ Ｃ Ｒ

に お い て 5頭 陽性が認め ら れ た （ 表 4） 。

次 に 、 ゲ ル 沈 と r - Ｐ Ｃ Ｒ の こ れ ま で の 検 査 結 果 の 推 移 に つ い て 検

討した。乳用牛のゲル沈結果の推移 については、本年度陽性であっ

た N o . １ に つ い て は 、 過 去 の 検 査 に お い て も 陽 性 が 認 め ら れ て い た

（ 表 5）。そこで 、 こ の No .１については 、 平成 24年 11月 に 廃用 を行 っ た 。

ま た 、 乳 用 牛 の r-Ｐ Ｃ Ｒ 結 果 の 推 移 は 、 ECの 鍵 疑 陽性 が 認 め ら れ た No .

1， 3， 8に つ い て は 、 過 去 に お い て も r-Ｐ Ｃ Ｒ 陽 性 が 認 め ら れ て い た 。 ま

た 、 No . 4 ， 5， 6の 3頭 に つ い て は 、 本 年 度 陽 転 が 認 め ら れ た （ 表 6） 。 繁

殖 和 牛 の ゲ ル沈 結 果 の 推 移 に つ い て は 、 ハ イ リ ス ク 牛 と し て 特 定 さ れ た

No . 1 5 ， 1 6， 2 5に つ い て は 、 過 去 に お い て も 陽 性 が 認 め ら れ て い た が 、

同 様 に ハ イ リ ス ク 牛 と 特 定 さ れ た No . 2 6に つ い て は 、 過 去 の ゲ ル 沈 検 査

は陰性 で あ っ た （ 表 7） 。 繁 殖 和 牛 の r-Ｐ Ｃ Ｒ 結 果 の推移 は 、 ゲ ル 沈検査

同 様 、 ハ イ リ ス ク 牛 と し て 特 定 さ れ た No . 1 5， 1 6， 2 5に つ い て は 、 過 去 に

お い て も 陽 性 が認 め ら れ て い た が 、 No . 2 6に つ い て は 、 過 去 の結果 は陰

性 で あ っ た 。 ま た 、 N o . 1 4 ， 2 3 、 2 6の ３ 頭 に つ い て は 、 本 年 度 陽 転 が 認

め ら れ 、 繁 殖 和 牛 は 年 度 の 経 過 と と も に 、 陽 性 牛 が 増 加 す る 傾 向 が み

ら れ た （ 表 8） 。 ま た 、 No . 2 6に つ い て は 、 陽 転 し た 年 に 、 ハ イ リ ス ク 牛 に

特定 さ れ た こ と か ら 、 定 期的 な検査が重要で あ る と 考 え ら れ た 。

最 後 に 、 子 牛 と 母 牛 の関連 性 に つ い て 表 9に 示 し た 。 子 牛 は 、 初 乳 対

策 を 実 施 し て い た に も 関 わ ら ず 5頭 の 陽 性 が 確 認 さ れ た が 、 No . 3 0 、 3 4

の 子 牛 は ハ イ リ ス ク 牛 の 産 子 で あ っ た が 陰 性 で あ り 、 同 様 に 、 陽 性 母 牛

の産 子 が陰 性 で あ っ た り 、 逆 に 、 陰 性 母 牛 の 産子 が 陽性 で あ っ た り す る

こ と か ら 、 初 乳 対 策 は 、 一 定 の 効 果 が み ら れ た も の と 思 わ れ 、 こ れ ら 、

子 牛 の感染は 、 吸血昆虫等の水平感染に よ る も の と 考 え ら れ た 。

【 ま と め 】

今 回 、 乳 用 牛 に 比べ 、 繁 殖 和牛 の陽性 率 が 高 く 、 ハ イ リ ス ク 牛 が 認 め

ら れ た 。 乳 用 牛 は 、 陽 性 牛 の 淘 汰 が 進 ん で い る が 、 繁 殖 和 牛 は 進 ん で

お ら ず 、 繁 殖 和 牛 に お い て 、 年 度 の 経 過 と と も に 感 染 の 拡 大 が み ら れ

た。 r -Ｐ Ｃ Ｒ 検 査 に お い て は 、 乳 用 牛 ・ 繁 殖 和牛共 に ３ 頭 の 陽転 が 認 め

ら れ た 。 一 方 、 初 乳 対 策 は 、 一 定 の 効 果 が 認 め ら れ た 。 こ れ ら の こ と か

ら 、 当 農 場 の 感染 の拡大 は 、 繁 殖 和牛 を中 心 と し た 水 平感染 に よ る も の

と 考 え ら れ 、 吸血 昆虫対策が不十分であ る と 思 わ れ た 。

今 後 の 対 策 に つ い て 、 ま ず 、 ハ イ リ ス ク 牛 の 淘 汰 に つ い て は 、 今 回 、

４ 頭 の ハ イ リ ス ク 牛 を 特 定 し た 。 牛 白 血 病 対 策 の 取 り 組 み と し て 、 陽 性

牛 の 淘 汰 が 最 も 有 効 な 手 段 で あ る が 、 当 農 場 の よ う に 陽 性 率 の 高 い 農



場 で は 、 一 斉 淘 汰 は 困難 で あ る た め 、 抗 体 陽性 牛 の 中 で も ハ イ リ ス ク 牛

を 特 定 し 淘 汰 す れ ば 、 感 染 拡 大 を 抑 え る こ と が で き る と 考 え ら れ る 。 次

に 、 吸 血 昆 虫 対 策 の 強 化 に つ い て は 、 不 十 分 で あ る こ と が 判 明 し た 。 こ

の た め 、 殺 虫 剤 散 布 等 の 対 策 の 徹 底 を 指 導 し 、 加 え て 殺 虫 剤 ・ 防 虫 剤

の 牛 体 へ の 滴 下 ・ 噴 霧 等 に つ い て も 、 吸 血 昆 虫 発 生 時 期 に 向 け 、 実 施

予 定 で あ る 。 初 乳 対 策 に つ い て は 、 一 定 の 効 果 が み ら れ 、 今 後 よ り 確

実 な も の に す る た め 、 凍結初乳か ら 人工初乳に切 り 替 え を行 っ た 。

今 後 も 、 定 期 的 な 検 査 を 継 続 し 、 取 り 組 ん だ 対 策 の 検 証 を 行 う こ と に

よ り 、 畜 主 の 本 病 に 対 す る 認 識 を 向 上 さ せ 、 対 策 実 施 に 意 欲 的 に 取 り

組 め る よ う 、 指 導 し て い き た い 。


